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第三回教育実践講座

８月２８日(土)に｢地域素材の教材化をどうするか｣のテーマで第

３回実践講座兼夏期講座が開催されました。今回も善元さんを講

師に｢石垣のコンビニの実態｣｢大手スーパーの実態｣をもとにどの

ように教材化するか、小中のグループに分かれ取り組みました。

時間が足りなくて大まかなものしかできませんでしたが、是非

教研で発表したいという積極的な感想も聞かれました。

いよいよ人事異動の季節になりました。１０月

下旬に校長会で人事異動の説明が行われ、その後

各学校で説明を受ける予定です。支部においても

本部主催の人事異動学習会を下記の日程で行いま

す。毎年調書の書き方で意にそぐわない人事にな

っていることがあります。異動希望者は是非学習

会に参加してください。

記

１０月２８日(木)１８：３０～☆日時；

官公労共済会館２階ホール☆場所；

人事異動の季節になりました
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２０１０憲法・平和・教育を守る
「母と女性教職員の会全国集会に参加して」

竹富小分会 池城 洋子

今年の夏も全国母女のみなさんのあついパ

ワーが集って、８月１日、２日の２日間「母

と女性教職員の会 全国集会」が開催され、

念願かなって参加することができました。

今年は「子どもたちに平和な未来を ～一

人一人を大切にする社会の実現を！」テーマ

に全体会では、大阪大谷大学教授の桜井智恵

子さんの講演がありました。子どもたちを取

り巻く現状から 「教育過剰」にならず子ども、

の話をしっかり聞いてくれることや、子育て

は周りと一緒に育てる地域づくりで、子ども

に希望を与えることの大切さを講演してくだ

さいました。また、沢知恵さんの「歌とトー

ク」がでは、感動いっぱいのステージに涙す

るところもあり、心がいやされていくステキ

な時間でした。

２日目は「小学生」分科会に参加し、学童

保育のあり方について、他府県の取り組み状

況等、多くの情報を知ることができました。

子育てにやさしくない日本の社会、財政の豊

かさに待遇が違う事など課題出され、子ども

達に幸せな未来になられる働きかけが必要で

ある等の意見が出されました。他府県の先生

方との交流を通して、私自身の視野も広げら

れた思いがしました。

研修後は、沖縄から参加した先生方と夕食

、 、交流会があり ゆんたくパワーで盛り上がり

大きな活力をいただきました。また東京ぶら

り散歩でエンジョイしました。

今回研修の機会を与えてくださった組合に

感謝します。ありがとうございました。

組合員のみなさん、来年は全国母女のパワ

ーを、是非体験してほしいと思います。
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